
 

（第２号様式）   
令和６年５月 24日 

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立厚木高等学校長  

  

令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①ゼロから１を生み出
し得る人間を育て、予
測不可能で不確かな時
代の担い手を育成す
る。 
②生徒が自ら取り組み
たい事柄にじっくり向
き合い、主体的に学び
を深めることができる
教育課程の研究に取り
組む。 
③あらゆる教育活動を
とおして、他者ととも
に解決を図る「協働的
課題解決力」を育成す
る。 

①学校全体で「教科等
横断的な深い学び」に
よる生徒の汎用的な生
きる力を育むための授
業をより一層充実させ
る。 
②講座内におけるカリ
キュラム・マネジメン
トの工夫や改善によ
り、探究的な授業実践
の拡充を行う。 
 
③「協働的課題解決
力」の育成を見通した
探究的なオリジナル教
材の開発と実践。 

①教員・生徒間での授
業テーマの共有とその
浸透を図り、授業評価
アンケート等を活用し
た定期的な振り返りと
情報共有を行う。 
 
②教科内や教科間での
情報共有を行うことで
授業内容の過不足を見
直しカリキュラムのゆ
とりを創出する。 
 
③教科の枠組みを超え
た教材開発チームの発
足と教材開発。 

①授業評価アンケートは
昨年度と同程度の高水準
の回答であったか。 
①授業テーマが十分に浸
透し、教科間での情報共
有や振り返り等が行わ
れ、次年度に向けた方向
性を考えられたか。 
②教科会などで協議を充
実させられたか。 
③プロジェクトチームの
発足と教材開発ができて
いるか。 

     

２ 生徒指導・支援 

④生徒が互いの存在を
尊重し、だれもが居心
地よく過ごせる環境を
整え、健やかなメンタ
リティを育成する。 
 
⑤長期的展望を持ち、
指示を待たずに主体的
に行動できる、次世代
をリードする人間にふ
さわしい資質・能力の
育成を図る。 
 

④個別支援が必要な生
徒に早期対応できるよ
う、日常的な教育相談
の充実を図ると共に、
SCや SSW及び他グルー
プと連携した学校全体
での生徒支援体制の構
築を図る。 
 
⑤学習のみならず、部
活動や学校行事で自主
性や協調性・リーダー
シップを発揮できるよ
う支援する。 
 
 

④心理検査や適性検査
に加え模擬試験や学校
行事の振り返りの機会
等を活用した日常的な
教育相談を実施し、適
切な支援につなげてい
く。 

④心理検査等の活用に
向けた職員研修を行
う。 

⑤挨拶など生徒への声
かけをより積極的に行
う。 
⑤戸陵祭の体育部門と
文化部門において、ユ
ニット長を中心に生徒
の活躍の場を提供す
る。 

⑤生徒会本部役員を中
心に壮行会を行うこと
によって、部活動を盛
り上げる。 

④SC や SSW、他グループ
と連携することができた
か。 
 
④職員研修を実施し、活
用することができたか。 
 
⑤生徒と教員間で十分に
コミュニケーションを取
って行事の運営を行うこ
とができたか。 
 
⑤部活動に対して積極的
に支援できたか。 
 
⑤挨拶など積極的に声掛
けができたか。 
 

     

３ 進路指導・支援 

⑥県内屈指の進学校と
して難関国公立大学へ
の安定した進学実績を
維持するとともに進学
先として海外大学をも
視野に入れた本校なら
ではの進学指導を行
う。 
⑦３年間を見通したキ
ャリア支援のもと、進
学後に役立つ資質・能
力を計画的に養う。 
 

⑥キャリア教育実践プ
ログラムを精査し、目
標に準じたプログラム
を再構築、周知、共有
することで、よりよい
進路プログラムを実践
することを目指す。 
 
 
 
⑥ガイダンスや進路行
事を通して、広い視野
で生徒が進路選択をで

⑥キャリア教育のプロ
グラムを適切に用意
し、生徒に目的を理解
させて取り組ませ、実
施後の振り返りによ
り、自身の変容を確認
させる。 

 

⑥定期的な面談等を通
して、生徒の状況を把
握し、高い目標をもて
るように支援してい
く。 

⑥生徒の自己評価によ
る、生徒の取り組み状況
や成果についての肯定的
な回答の割合。 
 
⑥国公立大学の志望者数
が６割を超えたか。ま
た、海外への進路選択を
する生徒がいるか。 
 
⑥国公立大学の合格者 150
名、難関国公立大学の合
格者が 20名を超えたか。 

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

⑧国際性を育み、グロ
ーバルに活躍できる人
間を育てる。 

きるように支援する。
また、生徒の現状を定
期的に確認させ、生徒
がより高い目標を持つ
よう促し、進路実現に
向けて計画的に支援し
ていく。 
 
⑦よりよいツールを活
用して、生徒の能力を
多面的に測り、生徒の
資質・能力の伸長に役
立てる。 
 
⑧国際交流・異文化理
解の深い学びと実践力
の育成に取り組む。 
 
 

⑥実力テスト等の前後
で日頃の学習を振り返
り、自身の取り組みを
よりよく改善する機会
とする。 

⑥キャリアパスポート
の活用を見直し、生徒
が自己を振り返った
り、自身の将来を考え
たりする機会を作る。 

⑦様々な側面から生徒
の能力を測るツールを
精選し、効果的かつ効
率的な活用を検討す
る。 

⑧国内語学研修、海外
語学研修、オンライン
での海外高校生等との
交流を実施し、生徒に
国際交流・異文化理解
の機会を提供する。 

⑧英語４技能の総合的
な習得を目指した授業
を実践する。 

⑦様々な側面から生徒の
能力を測るツールを比較
し、今後の方向性につい
て検討できたか。 
 
⑧国内語学研修及び海外
語学研修を実施できた
か。また、オンライン交
流を拡充できたか。 
 
⑧事後アンケートにおけ
る参加生徒の肯定的な回
答の割合。 
 
⑧取組による生徒の変容
を把握する。①生徒の自
己評価による、自身の取
組状況や成果についての
肯定的な回答の割合。 

 
 

４ 地域等との協働 

⑨大学や研究機関との
連携を強化し、外部リ
ソースを十分に活用し
て生徒の学びを深め
る。 
 
⑩近隣の小・中・高校
との交流をとおして本
校の取組を還元し、地
域の学びの拠点とし
て、信頼される教育活
動を実践する。 
 

⑨高大連携を充実させ
る。 
⑨研究機関、企業等と
の連携を実践する。 
⑩学校HPを細やかに更
新し、特に中学生とそ
の保護者に、本校の魅
力と特色がしっかりと
伝わる状況を常に保持
し続ける。 
⑪本校進学希望の中学
生とその保護者に対
し、学校説明会の内容
を充実させる。 

⑨グローバル教育推進
グループが中心となっ
て連携事業を集約し、
効率化を図る。 
⑩広報情報グループと
グローバル教育推進グ
ループが連携を取り、
特に SSH関係の生徒の活
躍が伝わる内容の充実
を図る。 
⑪学校説明会におい
て、生徒サポーターの
活躍の場を用意し、本
校進学希望の中学生に
対して、実体験による
リアルな説明が実施さ
れるよう配慮する。 

⑨外部の連携先を開拓
し、連携事業を実施でき
たか。 

 

⑩⑪学校説明会後の来場
者アンケートの評価が高
いか。 
 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

⑪「４年間の目標」の
達成状況を確認しなが
ら課題を見つけ、学校
経営の視点からグルー
プを越えて組織として
解決する力を強化す
る。 
⑫事故防止の取組を怠
らず、地域の信頼を裏
切らない。 
⑬組織として従来の働
き方を見直し、生徒の
成長という目的のため
に、職員が心理的ゆと
りを持ち、主体的に学
べる、常に変革可能な
組織運営を目ざす。 

⑪４年目の目標達成に
向けた１年目の単年度
目標を適切に進める。 
 
⑫職員発信による事
故・不祥事防止研修会
を企画、実施する。 
 
⑬職員の意識改革につ
ながる研修を企画、実
施する。 

⑪企画会議で進捗状況
を随時確認する。 
 
⑫各グループを母体と
し、持ち回りで事故・
不祥事防止研修会を実
施する。 
 
⑬職員研修を年間行事
に位置付け、タイムリ
ーな内容の研修を実施
する。 

⑪学校運営協議会で目標
達成状況を確認できた
か。 
 
⑫事故・不祥事防止研修
会をグループ主体で実施
できたか。 
 
⑬研修会後の振り返りに
より職員の意識を確認
し、新たな気付きや変容
が見られたか。 
 

     

 


